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4 一 事例 の 基準 分 割 


@ 事例 の 基準 分 割 と は : 相続 分 の 分 割 が 相続 人 に 端数 な し で 分 配 さ れる べく 、 相 続 分 の 分 
割 率 に お いて 最小 公 倍数 を 求め る こと で す 。 


@⑯ 基準 分 割 の 利益 : 相続 分 の 基準 分 割 数 を 知り 、 遺 産 分 配 を 容易 に する こと で す 。 
@ 相続 人 の 事例 に は 3 つの 状況 が 考え られ ます : 
全て の 事例 の 相違 は 、 相 続 人 の 組み 合わ せ の 相違 に よっ て 発生 し ます : 


1 一 相続 人 が 全て 変動 相続 する 者 で あれ ば 、 事 例 の 基 汰 分 割 数 は その 頭数 と 同様 に な り ま 
す 。 但 し 男女 が 共同 相続 する 場合 、 男 女 の 相 続 の 比率 が 2 : 1 と な る こと に 気 を 付け な けれ 
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例え ば 故人 が 残し た の が 息子 1 人 と 娘 1 人 で あっ た 場合 、 こ の 事例 の 基準 分 割 数 は 8 と 
な り ま す 。 そ し て 息子 が その 内 の 2 を 取り 、 娘 は 1 を 取り ます 。 


2 一 も し その 事例 が 1 人 の 固定 相続 人 と その 他 の 変動 相続 人 か ら な っ て いた ら 、 基準 分 割 
数 は その 固定 相続 人 の 相続 率 と な り ま す 。 

例え ば 逆 人 が 妻 1 人 と 息子 1 人 を 残し た と し た ら 、 こ の 事例 の 基準 分 割 数 は 8 と な り ま 
す 1。 そ し て その 内 の 1 を 妻 が 固定 相続 し 、 残 り の 7 を 息子 が 変動 相続 する こと に な り ま す 。 


8 一 一 方 変動 相続 人 の 有無 に 関わ ら ず 複数 の 固定 相続 人 が 含ま れる 事例 の 場合 、 ま ず 各 固 
定 相続 人 の 相続 率 の 関係 が 「① 共 通 ( 同 分 母 )」「② 重 複 (いずれ か の 者 の 相続 率 が 各 相 続 
率 間 の 最小 公 倍数 で ある 場合 )」1⑨ 符 号 ( 各 相 続 率 間 に 最 小 公約 数 が 含ま れ て いる 場合 )」 
「④ 相 反 (前 出 の 3 つの いずれ に も 当て は ま ら な い 場 合 )」 の 4 種 の 内 の どれ に あて は まる 
か を 検証 し ます 。 そ し て その 結果 が 事例 の 基準 分 割 数 と な る の で す 。 

相続 人 の 相続 率 は 2 分 の 1、4 分 の 1、6 分 の 1、3 分 の 1、8 分 の 1、3 分 の 2 の いずれ 
か と な り ま す 。 そ し て 「① 共 通 ( 同 分 母 )」 の 場合 の 基準 分 割 数 は 目 明 で す が 、「② 重 複 ( い 
ずれ か の 者 の 相続 率 が 各 相 続 率 間 の 最小 公 倍数 で ある 場合 )」 の 場合 は 各 相 続 率 の 中 で 最大 
の も の を 基準 分 割 数 と し 、!⑨③ 符 号 ( 各 相 続 率 は 異な る も の の 、 そ れ ら の 間 に 共 通す る 最小 
公約 数 が 含ま れ て いる 場合 )」 の 場合 は 各 相 続 率 の 最小 公約 数 を 用 いて 基準 分 割 数 を 求め ま 
す 。 ま た 「⑳④ 相 反 (前 出 の 8 つの いずれ に も 当て は ま ら な い 場 合 )」 の 場合 に は 、 各 相続 率 
の 最小 公 倍数 を 求め る こと に よっ て 基準 分 割 数 を 決定 し ます 。 


+ 訳者 注 : この 事例 で の 妻 の 相続 分 が 8 分 の 1 で ある た めで す 。 
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以下 に 各 例 を 挙げ て み ま し ょ 2 う : 


1 一 「 共 通 ( 同 分 母 )」: 2 分 の 1 と 2 分 の 1。 


2 一 「 重 複 (いずれ か の 者 の 相続 率 が 各 相 続 率 間 の 最小 公 倍数 で ある 場合 )」: 2 分 の 1 と 
6 分 の 1。 


3 一 「 符 号 ( 各 相 続 率 間 に 最 小 公約 数 が 含ま れ て いる 場合 )」: 6 分 の 1 と 8 分 の 1。 


4 一 「 相 反 (前 出 の 3 つの いずれ に も 当て は ま ら な い 場 合 )」: 3 分 の 1 と 4 分 の 1。 


@ 固定 相 続 人 の 間 の 事例 の 基準 分 割 数 は 7 通り で す : 
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@ 回 定 相続 人 が 各々 の 相続 分 を 取っ た 後に 残余 分 が 生じ た 場合 、 変動 相続 人 が いな か っ た 
ら そ れ を 各 相 続 人 に その 相続 率 に 応じ た 形 で 変換 し ます (但し 夫 と 妻 は この 権利 を 有 し 
まあ 2 回 例 を 示し まし ょ ぶ う 、 


例題 : 人 が 、 夫 と 娘 1 人 を 残し て 他界 し まし た 。 
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